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(57)【要約】
　投影ディスプレイは、ハイライトプロジェクタ及びメ
インプロジェクタを含む。ハイライトプロジェクタによ
って投影されるハイライトは、メインプロジェクタによ
って投影されるベース画像のハイライト領域における輝
度を高める。誘導可能なビームを含む様々なハイライト
プロジェクタ、ホログラフィックプロジェクタ、及び空
間光変調器が説明される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベース画像データによって定められる画像をスクリーンに投影するよう配置されるメイ
ンプロジェクタ；
　前記ベース画像と位置合わせして、ハイライト画像データによって定められるハイライ
ト画像をスクリーンに投影するよう配置されるハイライトプロジェクタ；及び
　前記ハイライト画像データを生成するために画像データを処理するよう構成されるデー
タプロセッサ；
　を含むディスプレイシステム。
【請求項２】
　前記ハイライトプロジェクタは、前記メインプロジェクタのピーク輝度の少なくとも３
倍を超えるピーク輝度によって特徴付けられる、
　請求項１に記載のディスプレイシステム。
【請求項３】
　前記ハイライトプロジェクタは、誘導可能な光線を含む、
　請求項１に記載のディスプレイシステム。
【請求項４】
　前記ハイライトプロジェクタは、ホログラフィックプロジェクタで構成される、
　請求項１に記載のディスプレイシステム。
【請求項５】
　画像プロセッサは、前記画像データにおいて、輝度が第１閾値を超える画素を特定する
ことによって、前記画像データを処理するよう構成される、
　請求項１に記載のディスプレイシステム。
【請求項６】
　前記画像プロセッサは、前記ハイライト画像におけるせいぜい所定数の画素だけが第２
閾値を超える輝度値を有するように前記ハイライト画像を生成するよう構成される、
　請求項５に記載のディスプレイシステム。
【請求項７】
　前記ハイライトプロジェクタは、光のビームを生成する光源、前記ビームを誘導するよ
う配置されるビーム誘導装置、並びに、前記ハイライト画像における１又は複数のハイラ
イト領域に対する照明を前記ビームに供給させるために前記光源及び前記ビーム誘導装置
を制御するように接続されるコントローラを含む、
　請求項１に記載のディスプレイシステム。
【請求項８】
　前記ビーム誘導装置は、２次元空間光変調器における位置に前記ビームを誘導するよう
配置され、前記光プロジェクタは、前記空間光変調器をスクリーンに画像化するよう配置
される投影レンズを含む、
　請求項７に記載のディスプレイシステム。
【請求項９】
　前記ビームは、白色光のビームで構成される、
　請求項８に記載のディスプレイシステム。
【請求項１０】
　前記ビームは、レーザビームで構成される、
　請求項８に記載のディスプレイシステム。
【請求項１１】
　前記光プロジェクタは、光方向転換プロジェクタで構成される、
　請求項１に記載のディスプレイシステム。
【請求項１２】
　前記メインプロジェクタは、２次元空間光変調器を含み、前記ハイライトプロジェクタ
は、前記メインプロジェクタの前記空間光変調器に前記ハイライト画像を投影するよう配
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置される、
　請求項１に記載のディスプレイシステム。
【請求項１３】
　前記空間光変調器における配光を推定し、その推定された配光は、前記ハイライトプロ
ジェクタの寄与を含み、そして、少なくとも部分的には前記画像データ及び前記推定され
た配光に基づいて前記空間光変調器における制御可能な要素を制御するよう構成されるコ
ントローラを含む、
　請求項１２に記載のディスプレイシステム。
【請求項１４】
　前記ハイライトプロジェクタは、光学経路における２次元空間光変調器とコントローラ
とを含み、
　前記コントローラは、前記ハイライト画像をより正確に表現するよう前記ハイライトプ
ロジェクタによって投影される画像を補正するために前記２次元空間光変調器の画素を設
定するよう構成される、
　請求項１に記載のディスプレイシステム。
【請求項１５】
　ハイライト画像を生成するために画像データを処理するよう構成される画像プロセッサ
；
　ベース画像と位置合わせされる前記ハイライト画像にしたがって光を投影するよう動作
可能な光プロジェクタ：
　を含むハイライトプロジェクタシステム。
【請求項１６】
　前記画像プロセッサは、前記画像データにおける、輝度が第１閾値を超える画素を特定
することによって、前記画像データを処理するよう構成される、
　請求項１５に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項１７】
　前記画像プロセッサは、前記ハイライト画像におけるせいぜい所定数の画素だけが第２
閾値を超える輝度値を有するように前記ハイライト画像を生成するよう構成される、
　請求項１６に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項１８】
　前記光プロジェクタは、光のビームを生成する光源、前記ビームを誘導するよう配置さ
れるビーム誘導装置、並びに、前記ハイライト画像における１又は複数のハイライト領域
に対する照明を前記ビームに供給させるために前記光源及び前記ビーム誘導装置を制御す
るように接続されるコントローラを含む、
　請求項１７に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項１９】
　前記ビーム誘導装置は、２次元空間光変調器における位置に前記ビームを誘導するよう
配置され、前記光プロジェクタは、前記空間光変調器をスクリーンに画像化するよう配置
される投影レンズを含む、
　請求項１８に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項２０】
　前記ハイライトプロジェクタは、前記ハイライト画像をより正確に表現するよう前記ハ
イライトプロジェクタによって投影される画像を補正するために前記２次元空間光変調器
の画素を設定するよう構成されるコントローラを含む、
　請求項１９に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項２１】
　前記光プロジェクタは、光方向転換プロジェクタで構成される、
　請求項１５に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項２２】
　前記光方向転換プロジェクタは、前記光プロジェクタにおけるフーリエ面に位置付けら
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れる空間位相変調器で構成される、
　請求項２１に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項２３】
　空間光変調器を照らすように配置される空間的に変調される光の光源を含むディスプレ
イであって：
　前記空間的に変調される光の光源は、２次元ホログラフィック光源を含む、
　ディスプレイ。
【請求項２４】
　前記２次元ホログラフィック光源は、前記光源の光学システムにおけるフーリエ面に位
置付けられる位相変調器を含む、
　請求項２３に記載のディスプレイ。
【請求項２５】
　画像データにしたがって変化する強度で前記光源が前記空間光変調器を照らすように前
記画像データにしたがって前記位相変調器を制御するよう構成されるコントローラを含む
、
　請求項２４に記載のディスプレイ。
【請求項２６】
　前記コントローラは、少なくとも部分的には前記画像データの逆フーリエ変換に基づい
て前記位相変調器のための制御信号を生成するよう構成される、
　請求項２４に記載のディスプレイ。
【請求項２７】
　前記コントローラは、前記光源から前記空間光変調器の画素に入射する光の強度を推定
し、且つ、その推定された光の強度と前記画像データの比較に基づいて前記空間光変調器
のための制御値を生成するよう構成される、
　請求項２４に記載のディスプレイ。
【請求項２８】
　前記空間光変調器は、透過光変調パネルで構成される、
　請求項２７に記載のディスプレイ。
【請求項２９】
　前記透過光変調パネルは、液晶ディスプレイパネルで構成される、
　請求項２８に記載のディスプレイ。
【請求項３０】
　画像データによって定められる画像を表示する方法であって：
　前記画像データ光に基づくやり方で空間的に変調された光を生成するために光源からの
光を集中させるステップ；
　前記空間的に変調された光で空間光変調器を照らすステップ；及び
　前記画像データにしたがって画像を表示するために前記空間光変調器を制御するステッ
プ；
　を含む方法。
【請求項３１】
　前記光源は、コヒーレント光源を含み、
　前記光を集中させるステップは、フーリエ面における前記光の位相を調整するステップ
を含む、
　請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　画像データにしたがって画像を表示する方法であって：
　ベース画像とハイライト画素を含むハイライト画像とを生成するために前記画像データ
を処理するステップ；
　前記ベース画像を表示するためにメインプロジェクタを操作するステップ；及び
　前記ベース画像に重畳させて前記ハイライト画像を表示するために前記ハイライトプロ
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ジェクタを操作するステップ；
　を含む方法。
【請求項３３】
　前記ベース画像は、前記画像データと同じである、
　請求項３２に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この出願は、参照によりその全てが援用される２０１１年４月１９日出願の米国仮出願
第６１／４７６，９４９号に対する優先権を主張する。
【０００２】
　本発明は、投影ディスプレイに関する。実施例の１つは、デジタルシネマディスプレイ
を提供する。他の実施例は、テレビ、コンピュータディスプレイ、並びに、広告用ディス
プレイ、仮想現実ディスプレイ、ゲームディスプレイ、及び医用画像ディスプレイ等の特
殊目的ディスプレイを提供する。
【背景技術】
【０００３】
　本物のように見える画像を再生可能なディスプレイを提供することに関心が高まってい
る。リアリティのある画像を実現する一態様は、高ピーク輝度及び高ダイナミックレンジ
を提供することである。典型的な自然のシーンは、例えば、空における太陽、及び、明る
く照らされた物体のハイライト部といった極めて明るい領域と、例えば、影の中の物体と
いった薄暗い領域とを含む。一般的なシーンのリアリティのある画像を実現することは、
高ピーク輝度を実現できないディスプレイでは不可能である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】国際公開第２００８／１４０７８７号パンフレット
【特許文献２】国際公開第２０１１／００２７５７号パンフレット
【特許文献３】米国特許第７７８４９３８号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　現在の投影技術は、高輝度まで効率的に増大させることはない。例えば、多くの一般的
なプロジェクタ設計では、キセノンランプ等の光源が１又は複数の空間光変調器を照らす
。その空間光変調器は、いくらかの光をスクリーンに向ける一方で、他の光を吸収し或い
は方向転換（redirect）する。高輝度の実現は、その光源の出力の増大を必要とする。光
源の電力消費の増大は、自然のシーンでの典型的なレベルでのピーク輝度をもたらすのに
十分なレベルまで光源の明度（brightness）を増大させる際の障害となる。さらに、強力
な光源は、とりわけ、プロジェクタにおける空間光変調器及び他の構成要素の過熱に関す
る問題を引き起こし得る。
【０００６】
　一例として、現在のデジタルシネマプロジェクタは、４８ニト（４８ｃｄ／ｍ２）のピ
ーク輝度を創出する大きなスクリーンを照らすために８キロワットの電力を消費する光源
を有し得る。１２０００ニト（日常生活で一般的に遭遇する輝度（luminance））のピー
ク輝度を実現するためには、光源の出力は、２メガワット超まで増大させられる必要があ
る。これは、ほとんどの場合、明らかに非現実的である。
【０００７】
　多くの従来型投影ディスプレイのピーク輝度の顕著な増大を妨げる別の問題は、コント
ラストがピーク輝度と共に増大しないという点にある。多くのそのようなディスプレイで
は、より高いピーク輝度の実現のための光源の強度の増大は、黒レベルをも上昇させる。
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それ故に、閾値を超えてピーク輝度を増大させる試みは、受け入れ難いほど高い黒レベル
をもたらす。
【０００８】
　リアリティのある画像を提示するために十分に高い輝度を有するディスプレイを提供す
る際の別の障害は、光に対する人間の視覚システムの応答がおおよそ対数的であるという
点にある。それに反して、出力要求は、輝度と共にほぼ直線的に増大する。画像の輝度を
２倍にすることは、同じ効率の光源を想定した場合、２倍の出力を必要とする。しかしな
がら、輝度を２倍にすることは、観察者によって２倍明るいものであると認識される画像
をもたらすことにはならない。見掛けの明度を２倍にすることは、およそ輝度を２乗する
ことを必要とする。
【０００９】
　上述の関連技術の例及びそれらに関する制限は、例示を意図するものであり、排他的な
ものではない。関連技術における他の制限は、明細書を読むこと、そして、図面を検討す
ることで当業者にとって明らかとなる。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この発明は、様々な態様を有する。本発明の実施例は、とりわけ、投影ディスプレイ、
投影ディスプレイの操作方法、二重変調（dual-modulation）ディスプレイ、データプロ
セッサによって実行されるとそのデータプロセッサに本発明にしたがった方法を実行させ
るコンピュータ可読命令を含む媒体、画像表示方法、及び、ディスプレイのための画像デ
ータの処理方法を提供する。
【００１１】
　本発明の態様の一例は、ベース画像データによって定められる画像をスクリーンに投影
するよう配置されるメインプロジェクタと、ハイライト画像データによって定められるハ
イライト画像をそのベース画像と位置合わせしてスクリーンに投影するハイライトプロジ
ェクタとを含むディスプレイシステムを提供する。画像プロセッサは、そのハイライト画
像データを生成するために画像データを処理するよう構成される。
【００１２】
　いくつかの実施例では、ハイライトプロジェクタは、走査ビームプロジェクタで構成さ
れる。走査ビームプロジェクタは、例えば、複数の原色のレーザビーム（例えば、赤ビー
ム、緑ビーム、及び青ビーム）を提供し得る。それらのビームは、ハイライト領域に所望
の見掛けの明度及び色を持たせるために一緒に走査され、或いは、独立して走査され得る
。他の実施例では、その走査ビームプロジェクタは、走査可能な白色光のビームを提供す
る。
【００１３】
　いくつかの実施例では、ハイライトプロジェクタは、２次元ホログラフィックプロジェ
クタで構成される。
【００１４】
　別の態様は、ハイライト画像を生成するために画像データを処理するように構成される
画像プロセッサと、ベース画像と位置合わせしたハイライト画像にしたがって光を投影す
るよう動作可能である光プロジェクタとを含むハイライトプロジェクタシステムを提供す
る。
【００１５】
　別の態様の例は、空間光変調器を照らすよう配置される空間的に変調された光の光源を
含むディスプレイを提供する。その空間的に変調された光の光源は、２次元ホログラフィ
ック光源で構成される。
【００１６】
　別の態様の例は、画像データによって定められる画像を表示する方法を提供する。その
方法は、画像データに基づく方式で空間的に変調された光を生成するために光源からの光
を集中させるステップ、その空間的に変調された光で空間光変調器を照らすステップ、及
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び、その画像データにしたがって画像を表示するために空間光変調器を制御するステップ
を含む。光を集中させるステップは、例えば、コンピュータ生成の２次元ホログラムを生
成するステップを含み得る。いくつかの実施例では、その光は、コヒーレント光で構成さ
れ、その光を集中させるステップは、光学システムのフーリエ面でその光の位相を調整す
るステップを含む。
【００１７】
　別の態様の例は、画像データにしたがって画像を表示する方法を提供する。その方法は
、ベース画像とハイライト画素を含むハイライト画像とを生成するために画像データを処
理するステップ、ベース画像を表示するためにメインプロジェクタを操作するステップ、
及び、ベース画像に重畳させてハイライト画像を表示するためにハイライトプロジェクタ
を操作するステップを含む。
【００１８】
　上述の典型的な態様及び実施例に加えて、別の態様及び実施例が、図面を参照すること
によって、また、以下の詳細な説明を検討することによって、明らかとなる。
【００１９】
　添付図面は、本発明の非限定的な実施例を示す。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】一実施例にしたがったディスプレイシステムの概略図である。
【図１Ａ】別の実施例にしたがったディスプレイシステムの概略図である。
【図２Ａ】明るい画像に関する画素の輝度に応じて画像における画素数を示す典型的なヒ
ストグラムである。
【図２Ｂ】暗い画像に関する画素の輝度に応じて画像における画素数を示す典型的なヒス
トグラムである。
【図３】メインプロジェクタとハイライトプロジェクタを組み合わせる装置例の概略図で
ある。
【図４】一実施例にしたがったディスプレイシステムの画像データ処理コンポーネントを
示すブロック図である。
【図５】実施例にしたがった光方向転換プロジェクタで構成されるハイライトプロジェク
タを示す概略図である。図５に示すタイプのハイライトプロジェクタは、例えば、スクリ
ーン、メインプロジェクタのコンポーネント、又は、空間光変調器に光を投影するよう構
成され得る。
【図６Ａ】ハイライト領域の外側の画像領域の光を方向転換し、取り除き、或いは吸収す
るように制御される空間光変調器に所望のハイライト画像を投影するよう構成されるホロ
グラフィックプロジェクタの一例を示す概略図である。
【図６Ｂ】実施例にしたがってメインプロジェクタの空間光変調器に直接的にハイライト
画像を投影するよう構成されるホログラフィックプロジェクタを示す概略図である。
【図７】実施例にしたがって光漏れを除去するためのフーリエ面における空間フィルタを
用いて２次元空間光変調器を照らすよう配置される光源を含むハイライトプロジェクタを
示す概略図である。
【図８】実施例にしたがった空間光変調器を照らす光源を含むハイライトプロジェクタを
示す概略図である。
【図９】別の実施例にしたがったディスプレイを示す。図９に概略的に示す全般的なアー
キテクチャを有するディスプレイは、スタンドアロンディスプレイ（例えば、テレビ、コ
ンピュータモニタ、特殊目的ディスプレイ等）として、或いは、ハイライトプロジェクタ
を含むディスプレイシステムの一部として使用され得る。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　当業者に対してより完全な理解をもたらすために以下の記載を通じて具体的詳細を説明
する。しかしながら、本開示が不必要に曖昧になるのを避けるため、よく知られた要素は
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図示されない場合があり、或いは、詳細に記載されない場合がある。したがって、説明及
び図面は、限定的な意味ではなく、むしろ例示的な意味とされる。
【００２２】
　本発明のいくつかの実施例は、メインプロジェクタ及びハイライトプロジェクタを含む
投影ディスプレイを提供する。メインプロジェクタは、比較的低いピーク輝度を有し、且
つ、全画像を投影するために使用され得る。メインプロジェクタによって投影された画像
におけるハイライト部の輝度は、所望の輝度よりも低い。ハイライトプロジェクタは、ハ
イライト部の位置における輝度を高めるために、集めた光を投影し、それによって、ハイ
ライト部の輝度を有意に高めるようにする。
【００２３】
　図１は、第１実施例にしたがった投影システム１０を示す。投影システム１０は、画像
１６をスクリーン１８に投影するレンズ１４を有するメインプロジェクタ１２を含む。ス
クリーン１８は、正面投影型スクリーンであってもよく、背面投影型スクリーンであって
もよい。システム１０は、画像１６Ａをスクリーン１８に投影するレンズ２２を有する別
個のハイライトプロジェクタ２０をさらに含む。画像１６及び１６Ａは、画像１６及び１
６Ａの組み合わせから生じる画像を観察者が見るように重畳される。
【００２４】
　メインプロジェクタ１２は、任意の適切な画像プロジェクタを含み得る。例えば、メイ
ンプロジェクタ１２は、ＤＬＰベースのプロジェクタ、１又は複数のエルコス（Liquid　
Crystal　On　Silicon　(LCOS)）空間光変調器を用いるプロジェクタ、光を変調するため
の透過型液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）パネルを含むプロジェクタ、陰極線管（ＣＲＴ）プ
ロジェクタ等を含み得る。
【００２５】
　ハイライトプロジェクタ２０は、集められた光を画像１６の領域内の少なくともいくつ
かの領域に供給可能で、望ましくは画像１６内の他の領域の光レベルを顕著に高めること
のないタイプのものである。例えば、ハイライトプロジェクタ２０は、画像１６の選択さ
れたハイライト領域のみにさらなる輝度を追加するために方向付け可能な１又は複数の走
査ビームを含み得る。
【００２６】
　ハイライトプロジェクタ２０及びメインプロジェクタ１２は、メインプロジェクタ１２
によって投影された画像１６内の小さなハイライト領域にハイライトプロジェクタ２０が
追加的な光を正確に供給できるように共通位置合わせ（co-register）される。いくつか
の実施例では、ハイライトプロジェクタ２０は、メインプロジェクタ１２の空間分解能以
上の空間分解能を有する。他の実施例では、プロジェクタ２０は、メインプロジェクタ１
２より低い空間分解能を有し得る。
【００２７】
　いくつかの実施例では、ハイライトプロジェクタ２０及び画像プロセッサは、市販のデ
ジタルシネマプロジェクタ等の既存のメインプロジェクタへの追加物（アドオン）として
の使用のために提供される。画像プロセッサは、投影のための画像データを受信し、ハイ
ライトプロジェクタによる表示のためのハイライト画像を生成するよう構成され得る。い
くつかの実施例では、画像プロセッサは、既存のメインプロジェクタによる表示のための
ベース画像を提供するためにその画像データを修正する場合がある。ハイライトプロジェ
クタは、既存のメインプロジェクタによって創出される画像と位置合わせされるハイライ
ト画像を創出するために、設置の際に調整され得る。
【００２８】
　有利には、典型的なシーンでは、画像における画素群の相対的に極めて小さい部分のみ
が、より高いリアリティのために標準プロジェクタ１２のピーク輝度より大きい輝度で表
示される必要がある。より高いリアリティは、明るいハイライト部を極めて選択的に提供
することによって実現され得ることが見出されている。図２Ａ及び図２Ｂは、高いピーク
輝度を有するディスプレイでの観察のためにヒューマンカラリストによって準備された明
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画像及び暗画像のそれぞれに関する画素の輝度に応じて画像における画素数を示すヒスト
グラムである。それぞれのケースで、カラリストは、自身が最適な見掛けであるとするも
ののために画像を調節した。
【００２９】
　多少驚いたことに、明画像における全ての画素の平均明度は、それでもなお相対的に極
めて低い。図２Ａのヒストグラムを有する明画像でさえも、画素群における相対的に極め
て小さい部分のみが高い輝度（例えば、約１０００又は２０００ニト超の輝度）を有する
ことが分かる。高い輝度及び極めて高い輝度であるわずかの極めて明るい画素が、観察者
の目の明順応に顕著な影響を与えることなくはるかにリアリティのある見掛けを有する画
像をもたらし得る。これは、多くの或いは全ての画素が極めて高い輝度を有し得る自然か
らの現実のシーンとは異なる。例えば、晴れた日の氷河の現実のシーンは明るすぎ、暗い
サングラスなしでは長期間の観察は不快であり、有害でさえある。カラリストは、よりリ
アリティのある視覚体験をもたらすためにいくつかのキー領域で高い輝度を提供しながら
比較的低い平均輝度をもたらす方法でそのようなシーンを準備し得る。
【００３０】
　いくつかの実施例は、画像が観察者に提示されるときの平均輝度よりもはるかに高いピ
ーク輝度で小さいハイライト領域が提示された場合には、リアリティのある視覚的印象を
保ちながら驚くほど低い平均輝度で、極めて明るいシーンでさえも表現され得るという事
実をうまく利用する。いくつかの実施例は、画像１６における全ての画素を最も明るいハ
イライト部のレベルまで上げるにはパワーが低すぎるがハイライト部の輝度を所望のレベ
ルに高めることは可能なハイライトプロジェクタを使用する。そのような実施例では、ハ
イライトプロジェクタからの光は、ハイライト部における所望の明度を提供するためにハ
イライト部に集められる。
【００３１】
　メインプロジェクタ及びハイライトプロジェクタの組み合わせを構成するには多種多様
な方法がある。例えば、メインプロジェクタとハイライト領域の輝度を選択的に高めるた
めのハイライトプロジェクタとを提供するシステムであり、以下の特徴の任意の組み合わ
せを有するように構成されるシステムが提供され得る。
●メインプロジェクタ及びハイライトプロジェクタは、全体的に同じ技術を用いてもよく
、異なる技術を用いてもよい。
●メインプロジェクタ及びハイライトプロジェクタは、別々のユニットの形で提供されて
もよく、組み合わせユニット（例えば、統合フォームファクタ）の形で提供されてもよい
。メインプロジェクタ及びハイライトプロジェクタが組み合わせユニットの形で提供され
る場合、メインプロジェクタ及びハイライトプロジェクタは、いくつかの光学コンポーネ
ント及び／又はいくつかの光学経路を共有してもよい。例えば、メインプロジェクタ及び
ハイライトプロジェクタは、１又は複数の投影レンズ、リレー光学、１又は複数の空間光
変調器等を共有してもよい。共有される構成要素及び光学経路の様々な例が以下で詳説さ
れる。
●システムは、ベース画像を共同で投影する１又は複数のメインプロジェクタを含み得る
。例えば、システム１０は、画像１６を提供するためにスクリーン１８を共同で照らす複
数のメインプロジェクタ１２を含み得る。
●システムは、ハイライト領域の輝度を高めるためにハイライト画像を共同で投影可能な
１又は複数のハイライトプロジェクタを含み得る。例えば、ハイライトプロジェクタ２０
は、画像１６のハイライト領域に共同で光を向けるよう制御され得る複数のユニットを含
み得る。
●ハイライトプロジェクタは、（例えば白色光を投影できる）モノクロであってもよく、
或いは、多色型であってもよい。
●ハイライトプロジェクタは、ハイライト領域の外側の輝度を抑制するためのフィルタ（
例えばフーリエ面における空間フィルタ等）をオプション的に含み得る。
●ハイライトプロジェクタは、１又は複数の空間光変調器をオプション的に含み得る。１
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又は複数の空間光変調器は、ハイライト領域を照らす光の方向付け、投影されたハイライ
ト画像におけるエラーの補正、ハイライト領域の外側の輝度の抑制、メインプロジェクタ
によって投影されるベース画像に円滑に溶け込ませるためのハイライト画像の調整、及び
、ハイライト領域の外側からハイライト領域への光の方向転換のうちの１又は複数のもの
を実行するよう制御され得る。ハイライトプロジェクタが１又は複数の空間光変調器を含
む実施例では、１又は複数の空間光変調器は、メインプロジェクタと共有の１又は複数の
空間光変調器を含む場合があり、且つ／或いは、ハイライトプロジェクタ専用の１又は複
数の空間光変調器を含む場合がある。
●メインプロジェクタ及びハイライトプロジェクタは、正面投影用に構成されてもよく、
背面投影用に構成されてもよい。ハイライトプロジェクタ２０及びメインプロジェクタ１
２が同じサイドからスクリーン１８を照らす必要はない。スクリーン１８が半透明である
（例えば、スクリーン１８が背面投影型のスクリーンで構成される）実施例では、ハイラ
イトプロジェクタ２０及びメインプロジェクタ１２は、両側からスクリーン１８を照らし
てもよい。
【００３２】
　これらの様々なアプローチ並びにそれらの置換及び組み合わせは限定的ではなく、本発
明の範囲内のいくつかの実施例を提供することを意図している。
【００３３】
　有利には、その組み合わせ画像は、観察者によって観察されるように、メインプロジェ
クタ１２のピーク輝度を顕著に上回るピーク輝度を有するいくつかのハイライト部を含む
。例えば、メインプロジェクタは、５００ニト以下のピーク輝度を有し得る一方で、ハイ
ライト領域は、２０００ニト以上のピーク輝度を有し得る。暗い観察環境（例えば映画館
）向けのいくつかのメインプロジェクタは、例えば、約１５～５０ニトのピーク輝度を提
供し得る。それらのプロジェクタのいくつかは、大面積スクリーンに画像を映すために設
計される。明るい観察環境向けのいくつかのメインプロジェクタは、例えば、約１００～
３００ニトのピーク輝度を提供し得る。
【００３４】
　ハイライトプロジェクタ２０によって照らされるハイライト領域は、画像１６の面積に
おける極めて小さい部分（例えば、１０％未満、５％未満、１％未満、或いは、０．１％
未満）を構成するのみであるため、ハイライトプロジェクタ２０は、非現実的な電源入力
を必要とすることなく、ハイライト領域における所望の高輝度を実現できる。
【００３５】
　図１Ａは、ハイライトプロジェクタが細い光線２１をもたらすスポットライト源２０Ａ
と走査ミラー２３Ａ及び２３Ｂを含む偏向器２３とを含む実施例にしたがったプロジェク
タシステムを示す。
【００３６】
　ミラー２３Ａ及び２３Ｂは旋回可能に取り付けられ、且つ、画像１６における任意の所
望の位置に小さなスポット２５を形成するよう光線２１がガイドされ得るようにアクチュ
エータ（図示せず。）によって操作される。光線２１の強度、及び、スポット２５が表示
される位置は、選択されたハイライト領域における高い輝度を実現するために、コントロ
ーラ２４によって制御され得る。いくつかの実施例では、ハイライト領域の明度は、少な
くとも部分的には、スポット２５がそのハイライト領域に存在するよう制御される時間を
変えることによって制御される。いくつかの実施例では、ハイライト領域の明度は、少な
くとも部分的には、ビーム２１がそのハイライト領域を照らす際のビーム２１の強度及び
／又はデューティサイクルを制御することによって制御される。
【００３７】
　ビーム２１は、例えば、レーザビームを含む。いくつかの実施例では、ハイライトプロ
ジェクタは、白色のハイライトを作るために組み合わされ得る３つの異なる色のレーザビ
ームで構成される。例えば、ハイライトプロジェクタは、赤、緑、及び青のレーザビーム
で構成される。そのような実施例では、それらのビームは、単一の偏向器アセンブリ（例
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えば、ミラー２３Ａ、２３Ｂの単一のセット）によってハイライト領域を照らすように誘
導され得る。別の実施例では、別個の偏向器アセンブリが複数のビーム２１のそれぞれに
対して提供される。
【００３８】
　ハイライト部は、典型的には、画像１６の領域全体の小さい部分に現れるのみであるた
め、レーザは、ハイライト領域により長い間留まることによってハイライト領域における
知覚される明度を増大させ得る。レーザは、画像１６におけるハイライト領域の外側の何
れの部分をも照らす必要はない。
【００３９】
　ハイライトプロジェクタが誘導可能な光線を含む実施例では、その光線を誘導するコン
トローラ（例えばコントローラ２４）は、照らされるハイライト領域の位置に依存する軌
跡にスポット２５を追従させるために、ミラー２３Ａ及び２３Ｂ（又は、デジタル光偏向
器、回折格子ライトバルブ等を用いる機構等の代わりのビーム誘導機構）を制御するよう
に構成され得る。そのビーム誘導機構は、画像１６における全ての画素をカバーするラス
タ又は他のパターンで走査する必要はない。ハイライト領域の外側にある少なくともいく
つかの画素を避けながらスポット２５をハイライト領域に持って行く軌跡に沿ってスポッ
ト２５を誘導することによって、コントローラ２４は、ハイライト領域における所望の輝
度を実現するのに十分な期間にわたってスポット２５をハイライト領域に滞留させること
ができる。
【００４０】
　メインプロジェクタ１２及びハイライトプロジェクタ２０は、２つのプロジェクタがい
くつかの共通の光学経路を共用するように、オプション的に互いに統合され得る。例えば
、ハイライトプロジェクタ２０及びメインプロジェクタ１２における光学システムは、共
通の投影レンズ１４を共用するように配置され得る。この一例を図３に示す。図３は、本
質的に概略的なものである。リレーレンズ、ミラー、フィルター等の、光学経路内に存在
し得る光学コンポーネントは、明瞭化のために省略されている。
【００４１】
　図３に示す実施例では、メインプロジェクタ１２は、空間光変調器３２を照らすために
光３１を放出可能な光源３０を含む。光源３０は、均一な光源、又は、画像データ（例え
ばベース画像）にしたがって空間的に変調され得る光源を含み得る。空間光変調器３２に
よって変調された光は、画像１６（図３では図示せず。）を提供するために、投影レンズ
１４によってスクリーン１８（図３では図示せず。）に向けられる。
【００４２】
　この実施例では、ハイライトプロジェクタは、Ｘ－Ｙ偏向器３６によって誘導される細
い光線３５を出すように制御され得る高強度狭ビーム光源３４と、空間光変調器３２で明
るく照らされるスポット３８を創出する光学コンバイナ３７とを含む。Ｘ－Ｙスキャナ３
６で走査しながら光源３４の強度及び／又はオン・オフを制御することによって、複数の
異なるハイライト領域は、光源３４からの光を用いて空間光変調器３２上で照らされ得る
。この追加的な光もまた、空間光変調器３２によって変調されるので、画像１６内のハイ
ライト領域の輝度を増大させるためにレンズ１４によって画像化される。
【００４３】
　代替的な実施例では、光学コンバイナ３７は、スポット３８がスクリーン１８上に直接
投影されるように、空間光変調器３２と投影レンズ１４との間に置かれる。この代替的な
実施例では、メインプロジェクタ及びハイライトプロジェクタにおける光学経路は、投影
レンズ１４のみを共有し得る。
【００４４】
　図４は、実施例にしたがったディスプレイシステムの画像データ処理コンポーネントを
示すブロック図である。画像処理システム４０は、画像データ４２を受信し、そして、ハ
イライト領域を特定するために画像データ４２を処理する。処理は、例えば、画素輝度値
と第１閾値とを比較すること、及び、第１閾値を超える輝度値を有する画素をハイライト



(12) JP 2014-517337 A 2014.7.17

10

20

30

40

50

領域に属するものとして特定することを含み得る。いくつかの実施例では、ハイライト領
域は、第１閾値を超える輝度値を有する画素で結ばれる所定領域を含む領域に限定され得
る。別の例としては、処理は、Ｍ個（Ｍは数字である。）の最も高い輝度の画素、又は、
輝度に関するＮ番目のパーセンタイル値以上の画素（Ｎは、９０番目のパーセンタイル値
、９５番目のパーセンタイル値、９８番目のパーセンタイル値、９９番目のパーセンタイ
ル値、又は９９．９番目のパーセンタイル値といったパーセンタイル値である。）で構成
されるものとしてハイライト領域を特定し得る。処理は、複数のそのような条件（例えば
、ハイライト領域は、その輝度が閾値を超える最大Ｍ個の画素として特定され得る。）を
適用することを含み得る。
【００４５】
　いくつかの実施例では、処理は、ハイライト領域に含まれる領域に対するピーク輝度の
トレードオフを含む。そのような処理は、ヒストグラム解析を含み得る。例えば、処理が
第１条件にしたがって比較的多数の画素をハイライト領域に属するものとして特定したと
きの画像に対して、その処理は、ハイライト領域で実現可能なピーク輝度を低減させると
いう代償を払ってその第１条件にしたがったハイライト領域を保持することと、ハイライ
ト領域に含まれる画素の数を減らすために第２条件を適用することとの間で選択を行って
もよい。そのような処理は、ヒストグラム解析を含み得る。
【００４６】
　いくつかの実施例では、処理は、順応ポイントを参照して実行される。順応ポイントは
、例えば、その画像の対数平均輝度で構成されてもよく、或いは、対数平均輝度から決定
されてもよい。ビデオ画像の場合、順応ポイントは、先行する複数の画像の時間的平均で
構成されてもよい。そのような実施例では、ハイライト領域を特定するための処理は、少
なくとも閾値だけ順応ポイントよりも高い輝度を有する画素を特定することを含み得る。
【００４７】
　画像処理システム４０は、ハイライトプロジェクタ２０に供給されるハイライト画像４
３を生成する。ハイライト画像４３は、ハイライト領域における高い明度を提供するため
に、ハイライトプロジェクタ２０によって表示される。ハイライト領域の外側の画素は、
ハイライト画像４３では、極めて小さい値又はゼロ値を有し得る。また、画像処理システ
ム４０は、メインプロジェクタ１２による投影のためのベース画像４４を供給する。
【００４８】
　いくつかの実施例では、ベース画像４４は、画像データ４２と同じである。別の実施例
では、ベース画像４４は、主にハイライトプロジェクタ２０によって照らされるハイライ
ト領域と、主に或いはもっぱらメインプロジェクタ１２によって照らされる画像１６のベ
ース領域との間の円滑な移行をもたらすために処理される。
【００４９】
　この処理は、例えば、ベース画像４４を供給するために画像データ４２からハイライト
構成要素を抽出することを含み得る。いくつかの実施例では、その処理は、ハイライト画
像４３を表示するために駆動された場合にハイライトプロジェクタ２０によって画像画素
に供給される輝度を推定すること、及び、ベース画像４４を生成するときにその推定され
た輝度を補正することを含む。いくつかの実施例では、その推定は、ハイライトプロジェ
クタ２０の光学システムの特性をモデル化し得る。いくつかの実施例では、その推定は、
ハイライトプロジェクタ２０によってハイライト領域の外側の画素に供給される光を推定
し得る。メインプロジェクタ１２及びハイライトプロジェクタ２０における色及び輝度は
、そのような円滑な移行を促進するために調整され得る。
【００５０】
　ハイライト画像４３は、様々な形をとり得る。いくつかの実施例では、ハイライト画像
４３は、二値画像（“ＯＮ”状態の全ての画素が同じレベルに設定される。）で構成され
てもよく、或いは、二値画像として扱われてもよい。そのような実施例は、例えば、順応
ポイントをはるかに上回る輝度を有する画素で構成されるものとしてハイライト領域を選
択するハイライト領域選択処理との組み合わせで使用され得る。そのような実施例は、人
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間の視覚システムが順応ポイントをはるかに上回る光に同じように反応するという事実を
うまく利用し得る。例えば、観察者は、いくつかのハイライト画素が１００００ニトの輝
度を有する画像と、その同じハイライト画素が１５０００ニトの輝度を有する別の画像と
の間には、それらハイライト画素が双方の画像において順応ポイントをはるかに上回る輝
度を有する限りにおいて、大きな或いはいくらかの違いがあるとは言えない場合がある。
いくつかのそのような実施例は、ハイライトプロジェクタからハイライト画素に均等に輝
度を配分することによって、且つ／或いは、それらハイライト画素の輝度を設定されたレ
ベルに切り揃えることによって動作し得る。
【００５１】
　別の実施例では、ハイライトプロジェクタは、異なるハイライト画素又はハイライト領
域に異なる輝度を提供するよう制御され得る。さらに別の実施例では、ハイライトプロジ
ェクタは、複数のアプローチの組み合わせにしたがって制御され得る。例えば、ハイライ
トプロジェクタは、画像データが第１範囲にある輝度を特定するところのハイライト画素
に別々の輝度を提供し、且つ、画像データがその第１範囲の上限を超える輝度を特定する
ところのハイライト画素に同じ輝度を提供するように制御され得る。その第１範囲は、固
定であってもよく、可変であってもよい。例えば、可変の第１範囲は、現在の順応ポイン
ト、ハイライト領域にあると特定された画素の数、ハイライト領域にあると特定された画
素の統計（例えば、ハイライト画素の最大、平均（mean）、代表(average)等である。）
、それらの組み合わせ等に基づくものであってもよい。
【００５２】
　画像データ処理は、様々な方式で分配され得る。例えば、いくつかの実施例では、ハイ
ライト画像４３を内部的に導き出すハイライトプロジェクタに画像データ４２が直接的に
供給されるよう、画像処理システム４０がハイライトプロジェクタに統合される。いくつ
かの別の実施例では、ハイライト画像データ４３がベース画像データ４４と一緒に供給さ
れるよう、処理が上流で実行される。例えば、ハイライト画像データ４３は、ストリーム
、ファイル、又は他のデータ構造内で、ベース画像データ４４と一緒に符号化され得る。
そのような実施例では、プロジェクタシステムは、ベース画像データ４４にしたがってメ
インプロジェクタに画像を表示させるようにしながら、ハイライト画像データ４３を抽出
し、且つ、ハイライト画像データ４３を用いてハイライトプロジェクタを制御するよう構
成され得る。
【００５３】
　ハイライトプロジェクタは、多くの異なる形を取り得る。ハイライトプロジェクタのた
めに使用され得る様々な技術のいくつかの例は、走査スポットプロジェクタ（そのような
プロジェクタのいくつかの実施例は上述されている。）、ホログラフィックプロジェクタ
（例えば、画像平面に画像を形成するために光学システムのフーリエ面における光を位相
変調し、それによって光を集中させるプロジェクタ）を含む。
【００５４】
　走査プロジェクタの別のタイプは、空間的に変調された光の縞をスクリーン１８上に創
出する１次元光変調器、及び、スクリーン１８の全域でその縞を走査するスキャナを含む
。非限定的な例として、１次元変調器は、偏光ビームスプリッタ及び走査ミラーと共に１
次元偏光変調器を構成し得る。
【００５５】
　別の実施例を図５に示す。図５は、光方向転換プロジェクタを含むハイライトプロジェ
クタ５０を概略的に示す。そのようなプロジェクタの一般的なタイプの１つは、回折ベー
ス／位相変調アプローチを適用することによって、いくつかの領域において、他の領域を
除外して、光を集中させるプロジェクタを含む。このアプローチは、“ホログラフィック
２次元投影”と呼ばれることもある。
【００５６】
　図５に示す実施例では、ハイライトプロジェクタは、コヒーレント光源５１（図示され
た実施例では、光源５１はレーザ５１Ａ及びビーム拡大器５１Ｂを含む。）、そのプロジ
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ェクタの光学経路における光学フーリエ面に位置付けられる位相変調パネル５２、並びに
、所望のハイライト画像の逆フーリエ変換の実成分にしたがって位相変調器５２の位相シ
フト効果を空間的に変更するコントローラ５４を含む。コントローラ５４は、ハイライト
画像に対応するフーリエベースのホログラム（コンピュータ生成ホログラムとも呼ばれる
。）を決定し、且つ、そのコンピュータ生成ホログラムにしたがって位相変調パネル５２
上の様々な位置で位相を設定するように構成されてもよい。コントローラ５４によって創
出されるフーリエベースのホログラムにしたがって制御される位相変調パネル５２と光源
５１からの光との相互作用は、ハイライト画像の再現をもたらす。レンズ２２は、結果と
して得られる画像をスクリーン１８（図５では図示せず。）に投影する。
【００５７】
　いくつかの実施例では、ハイライトプロジェクタは、強度可変光源を有する１又は複数
のホログラフィックプロジェクタで構成される。１又は複数の光源の強度は、ハイライト
画像の表示全般にわたるさらなる制御をもたらすように制御され得る。
【００５８】
　いくつかの実施例では、ハイライトプロジェクタは、それぞれが異なる色の光を投影す
る複数のホログラフィックプロジェクタで構成される。例えば、ホログラフィックプロジ
ェクタの１つは、赤光源５１を含み、且つ、ハイライト画像の赤チャネルを表示するよう
に構成され得る。そのようなプロジェクタは、ハイライト画像の緑光源及び青光源を含み
、且つ、ハイライト画像の緑チャネル及び青チャネルを画像化するようにそれぞれ制御さ
れる複数のホログラフィックプロジェクタと組み合わせて使用され得る。
【００５９】
　位相変調器を変化させることによって画像を生成するタイプの現在のプロジェクタは、
その位相変調器における有限の分解能のため、且つ／或いは、所望の画像の逆フーリエ変
換が一般的に実部及び虚部の双方を有し且つ典型的な位相変調器が逆フーリエ変換の一部
を実行するのみであるため、かなりの光の漏れが存在し得るという不利点を有する。空間
光変調器（ＤＭＤアレイ、ＬＣＯＳ変調器、ＬＣＤパネル等）を照らすために位相が変調
された光が画像化される実施例のハイライトプロジェクタでは、そのような光の漏れは部
分的に或いはほぼ完全に補償され得る。そのような実施例では、その空間変調器は、ハイ
ライト領域の外側の光の量を低減させることによって、投影されるハイライト画像を整え
る（clean　up）ように操作され得る。この目的のために使用される空間変調器は、メイ
ンプロジェクタで使用される空間変調器と同じであってもよく、異なるものであってもよ
い。
【００６０】
　光漏れは、高空間分解能を有する位相変調器パネル５２を提供することによって低減さ
れ得る。いくつかの実施例では、位相変調器パネル５２は、ハイライト画像の空間分解能
を超える空間分解能を有する。いくつかの実施例では、位相変調器パネル５２における制
御可能な要素の数は、ハイライト画像の画素数の９倍以上である。
【００６１】
　ホログラフィックプロジェクタは、オプション的に、非平面焦点面にハイライト画像を
投影するように構成され得る。コントローラ５４は、所望の非平面表面に焦点をもたらす
位相変調器のための駆動信号を生成するように構成され得る。例えば、そのホログラフは
、湾曲したスクリーン又は空間光変調器上に焦点画像を生成するように構成されてもよい
。
【００６２】
　図６Ａに示す実施例では、ホログラフィックプロジェクタ７２は、ハイライト領域の外
側の画像領域における光を方向転換し、取り除き、或いは吸収するように制御される空間
光変調器７４に所望のハイライト画像を投影する。その後、空間光変調器７４からの光は
、例えば投影レンズ２２によってスクリーン１８上に画像化される。空間光変調器は、例
えば、ホログラフィックプロジェクタ７２によって創出される光の実際の配分の見積もり
を得るためにホログラフィックプロジェクタ７２の動作のシミュレーションを実行するこ
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とによって制御されてもよい。その後、この見積もりは、ハイライト画像と比較されても
よい。その比較は、例えば、その見積もりとそのハイライト画像との比率又は違いを決定
することを含み得る。空間光変調器７４は、ホログラフィックプロジェクタ７２によって
実際に投影された光のパターンと所望のハイライト画像と違いを補正するために、その比
較の結果にしたがって制御されてもよい。その見積もりを計算することは、例えば、プロ
グラムされたデータプロセッサ、ハードウェアで構成された論理回路、及び／又は、設定
変更可能な論理回路（例えば、フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ
））を用いて実行され得る。その計算は、ホログラフィックプロジェクタ７２の位相変調
器によって創出される位相シフトされた光の照射野（light　field）を推定すること、及
び、推定された光の照射野のフーリエ変換を計算することを含み得る。
【００６３】
　いくつかの実施例では、ハイライト領域の外側の光の広がりは、フーリエ面におけるＤ
Ｃ成分をブロックすることによって低減される。図６Ｂに示す実施例では、ホログラフィ
ックプロジェクタ７２は、メインプロジェクタの空間光変調器７６上にハイライト画像を
直接投影する。また、空間光変調器７６は、光源７３によって照らされる。
【００６４】
　図７は、別のアーキテクチャを有するプロジェクタ６０を概略的に示す。プロジェクタ
６０は、光源６２（コヒーレント光源である必要はない。）を含む。光源６２は、アナロ
グＤＭＤミラーアレイ等の２次元空間光変調器６４を照らす。空間光変調器６４は、スク
リーン１８上の様々な位置に光をガイドできる複数の制御可能な要素を有する。いくつか
の実施例では、空間光変調器６４は、ハイライト画像を提供するために投影レンズ６６に
よってスクリーン１８上に直接的に画像化される。いくつかの実施例では、空間光変調器
６４は、別の空間光変調器６５を照らす。空間光変調器６５は、例えば、メインプロジェ
クタ（図７では図示せず。）によっても使用される空間光変調器で構成されてもよい。
【００６５】
　さらに別の実施例にしたがったハイライトプロジェクタ８０を図８に示す。ハイライト
プロジェクタ８０は、空間光変調器８３を照らす光源８２を含む。適用例では、空間光変
調器８３は、ハイライト領域の外側の全ての画素がスクリーン１８のほうに光を通過させ
ないように設定されるように制御される。空間光変調器８３は完璧ではないので、いくら
かの光は、ハイライト領域の外側の画素を通過する。この漏れた光は、観察者により、黒
レベル（例えば、黒は、画像全体にわたる灰色の見掛けを呈する。）の上昇として知覚さ
れ得る。ハイライトプロジェクタ８０は、空間フィルタ８４を含み、空間フィルタ８４は
、図示された実施例では、空間光変調器８３とスクリーン１８との間の光学経路における
フーリエ面に提供されるマスク８５を含む。マスク８５は、ＤＣ空間周波数成分（すなわ
ち、表示画像における全ての画素に影響を与える信号の成分）をブロックし、それによっ
て、黒レベルを低減させる一方でハイライトをなおも通過させる。
【００６６】
　メインプロジェクタ又はホログラフィックプロジェクタのための光源がコヒーレント光
源で構成されるシステムは、投影画像におけるレーザスペックルの出現を減らすよう構成
される１又は複数の光学コンポーネントを含み得る。任意の適切なスペックル低減技術が
適用され得る。例えば、レーザスペックルを低減させる様々な技術が当該技術分野で知ら
れている。これらは、光学経路に振動拡散器（vibrating　diffuser）を提供し、コヒー
レント光源の位相を無作為に選び、そしてそのコヒーレント光源の偏光を無作為に選ぶ等
の技術を含む。
【００６７】
　本書に記載されるハイライトプロジェクタは、２次元投影システムばかりでなく３次元
投影システムにも適用され得る。投影光の別々の構成要素が観察者の右目と左目に向けら
れるよう、観察者が偏光眼鏡又はスペクトル感受性眼鏡を装着する実施例では、ハイライ
トプロジェクタは、観察者の左目、右目、又は両目によって観察される光を発するように
制御可能であってもよい。別の実施例では、ユーザの左目用のハイライト画像と右目用の
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ハイライト画像を投影するために、別々のハイライトプロジェクタが提供され得る。いく
つかの実施例では、１又は複数のハイライトプロジェクタは、観察者の右目と左目によっ
て観察されるために別々のスペクトル構成を有する光を発する。例えば、本書に記載され
る投影システムは、例えば、国際公開第２００８／１４０７８７号、国際公開第２０１１
／００２７５７号、及び米国特許第７７８４９３８号に記載されるような３次元画像投影
システムと共に使用されてもよい。なお、それらの文献の全ては、あらゆる目的に関し、
参照により本書に援用される。
【００６８】
　図９は、別の実施例にしたがったディスプレイ１００を示す。ディスプレイ１００は、
例えば、テレビ、コンピュータディスプレイ、広告用ディスプレイ等である。ディスプレ
イ１００は、ハイライトプロジェクタと共に使用されてもよく、ハイライトプロジェクタ
無しで使用されてもよい。ディスプレイ１００は、バックライトアセンブリ１０４によっ
て照らされる空間光変調器パネル１０２を含む。空間光変調器パネル１０２は、例えばＬ
ＣＤパネル等の透過型光変調パネルで構成され得る。バックライトアセンブリ１０４は、
例えば、本書で記載されるようなホログラフィックプロジェクタを含む。ホログラフィッ
クプロジェクタは、コヒーレント光源１０６及び位相変調パネル１０８を含む。光源１０
６からの光は、パネル１０８によって位相変調され、且つ、空間光変調器パネル１０２に
向けられる。
【００６９】
　ディスプレイコントローラ１０９は、表示される画像を受信し、所望のバックライト配
光を決定し、そして、空間光変調器パネル１０２上にその所望のバックライト配光を投影
するためにホログラフィックプロジェクタを制御する。その所望のバックライト配光は、
ゆっくりと変化し得る（すなわち、主に低空間周波数で構成される）。（固定であっても
よく制御可能であってもよい）マスク１０７は、より高い空間周波数に対応するフーリエ
成分を弱め或いは除去するために、オプション的に、フーリエ面に提供され得る。コント
ローラ１０９は、例えば、画像データをローパス空間フィルタに通し、画像データにブラ
ーフィルタを適用し、且つ／或いは、画像データにおける画素の局所的グループの局所平
均又は加重平均を計算すること等によって、所望のバックライト配光を決定し得る。位相
変調パネル１０８の画素の駆動値は、その所望のバックライト配光の逆フーリエ変換を計
算することによって決定され得る。
【００７０】
　いくつかの実施例では、コントローラは、空間光変調器パネル１０２における実際の配
光の見積もりを計算する。この見積もりは、画像データにしたがって画像を提供するため
に空間光変調器パネル１０２の画素を設定する際に使用され得る。例えば、空間光変調器
パネル１０２の画素の値は、バックライト１０４からその画素に入射すると推定される光
の強度と、画像データがその画素のために特定する光の強度とを比較し、その画像データ
によって特定される強度まで入射光の強度を低減させるために空間光変調器パネルの画素
を設定することによって、設定され得る。その比較は、例えば、推定入射光強度によって
画像データを除算することを含み得る。
【００７１】
　推定入射光強度を計算することは、コントローラにより確立される駆動信号によって駆
動された場合にどのようにして光変調パネル１０８が光源１０６からの光に影響を及ぼす
かを推定すること、及び、その信号を位相変調パネル１０８に適用することによってもた
らされる光照射野を計算するためにその情報を用いることを含み得る。そして、空間光変
調器１０２における光照射野は、その光照射野のフーリエ変換を計算することによって推
定され得る。
【００７２】
　いくつかの実施例では、ディスプレイ１００は、カラーディスプレイで構成される。い
くつかのそのような実施例では、空間光変調器パネル１０２は、モノクロの空間光変調器
で構成される。そのような実施例では、バックライト１０４は、位相変調パネル１０８を



(17) JP 2014-517337 A 2014.7.17

10

20

30

40

照らすようそれぞれ操作され得る３つ以上のモノクロ光源（例えば、赤レーザ、緑レーザ
、及び青レーザである。）で構成され得る。画像は、別々の色の画像を時分割多重化する
ことで表示され得る。例えば、赤画像は、赤光源１０６を用いて画像データの赤チャネル
に基づいて表示され得る。これは、緑光源１０６を用いて画像データの緑チャネルに基づ
いて表示される緑画像、及び、青光源１０６を用いて画像データの青チャネルに基づいて
表示される青画像によって連続して追従され得る。コントローラは、光源からの光を位相
変調するために位相変調プレート１０８の画素を設定する際に、光源１０６のそれぞれか
らの光の波長を考慮し得る。いくつかの実施例では、バックライト１０４は、複数の原色
のそれぞれに対する別々のユニット（例えば、ホログラフィックプロジェクタ）で構成さ
れる。
【００７３】
　ハイライトプロジェクタを駆動するためのハイライト画像データは、画像表示中にリア
ルタイムで画像データから導き出される必要はない。ハイライト画像データは、前もって
決定され、画像データの一部として提供されてもよく、或いは、別々に提供されてもよい
。ホログラフィックハイライトプロジェクタを採用する実施例では、位相変調パネルを制
御するための画像値は、前もって決定され、そして、画像データの一部として提供されて
もよい。
【００７４】
　本発明のいくつかの実施は、本発明に係る方法をプロセッサに実行させるソフトウェア
命令を実行するコンピュータプロセッサを含む。例えば、ディスプレイシステムにおける
１又は複数のプロセッサは、それらプロセッサがアクセス可能なプログラムメモリでソフ
トウェア命令（ファームウェア命令であってもよくファームウェア命令を含んでいてもよ
い。）を実行し、本書に記載されるような画像処理方法を実施し得る。また、本発明は、
プログラム製品の形で提供されてもよい。そのプログラム製品は、データプロセッサによ
って実行されたときに本発明に係る方法をそのデータプロセッサに実行させる命令を含む
、一時的でないコンピュータで読み取り可能な信号のセットを担持する任意の媒体で構成
され得る。本発明にしたがったプログラム製品は、様々な形態のうちの任意のものでよい
。そのプログラム製品は、例えば、フロッピーディスク、ハードディスクドライブを含む
磁気的データ記憶媒体、ＣＤＲＯＭ、ＤＶＤを含む光学的データ記憶媒体、ＲＯＭ、ＰＲ
ＯＭ、ＥＰＲＯＭ、ｆｌａｓｈＲＡＭを含む電子的データ記憶媒体等の物理的媒体で構成
され得る。そのプログラム製品におけるコンピュータで読み取り可能な信号は、オプショ
ン的に、圧縮されてもよく、或いは、暗号化されてもよい。
【００７５】
　構成要素（例えば、ソフトウェアモジュール、プロセッサ、アセンブリ、デバイス、回
路等）が参照される場合、別段の指示がない限り、その構成要素に対する参照（“手段”
に対する参照を含む。）は、本発明の図示された典型的な実施例における機能を実行する
開示された構造とは構造的に均等でない構成要素を含め、記載された構成要素の機能を実
行する任意の構成要素（すなわち機能的な均等物）をその構成要素の均等物として含むも
のとして解釈される。
【００７６】
　多くの典型的な態様及び実施例が説明されたが、当業者は、いくつかの変更、置換、追
加、及びそれらの組み合わせを認識するであろう。それ故に、以下に添付の請求項であり
以下で紹介される請求項は、そのような変更、置換、追加、及びそれらの組み合わせの全
てを、それら請求項の真の精神及び範囲内にあるものとして含むと解釈されることを意図
する。
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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月18日(2013.3.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベース画像とハイライト領域を含むハイライト画像とを生成するために、画像データの
画素の輝度と第１閾値とを比較することによって、そして、前記画像データにおいて、輝
度が前記第１閾値を超える画素を、前記ハイライト領域に属するとして特定することによ
って、前記画像データを処理するよう構成される画像プロセッサ；及び
　前記ハイライト領域における高い輝度をもたらすために、前記ベース画像と位置合わせ
される前記ハイライト画像にしたがって光を投影するよう動作可能なハイライトプロジェ
クタ：
　を含むハイライトプロジェクタシステム。wherein the base image.
【請求項２】
　前記画像プロセッサは、前記ハイライト画像におけるせいぜい所定数の画素だけが第２
閾値を超える輝度値を有するように前記ハイライト画像を生成するよう構成される、
　請求項１に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項３】
　前記ハイライトプロジェクタは、光のビームを生成する光源、前記ビームを誘導するよ
う配置されるビーム誘導装置、並びに、前記ハイライト画像における１又は複数のハイラ
イト領域に対する照明を前記ビームに供給させるために前記光源及び前記ビーム誘導装置
を制御するように接続されるコントローラを含む、
　請求項２に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項４】
　前記ビーム誘導装置は、２次元空間光変調器における位置に前記ビームを誘導するよう
配置され、前記ハイライトプロジェクタは、前記空間光変調器をスクリーンに画像化する
よう配置される投影レンズを含む、
　請求項３に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項５】
　前記ハイライトプロジェクタは、前記ハイライト画像をより正確に表現するよう前記ハ
イライトプロジェクタによって投影される画像を補正するために前記２次元空間光変調器
の画素を設定するよう構成されるコントローラを含む、
　請求項４に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項６】
　前記ハイライトプロジェクタは、光方向転換プロジェクタで構成される、
　請求項１に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項７】
　前記光方向転換プロジェクタは、前記ハイライトプロジェクタにおけるフーリエ面に位
置付けられる空間位相変調器で構成される、
　請求項６に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項８】
　前記ハイライトプロジェクタは、空間光変調器を照らすように配置される空間的に変調
される光の光源を含み、前記空間的に変調される光の光源は、２次元ホログラフィック光
源を含む、
　請求項１に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項９】
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　前記２次元ホログラフィック光源は、前記光源の光学システムにおけるフーリエ面に位
置付けられる位相変調器を含む、
　請求項８に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項１０】
　画像データにしたがって変化する強度で前記光源が前記空間光変調器を照らすように前
記画像データにしたがって前記位相変調器を制御するよう構成されるコントローラを含む
、
　請求項９に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項１１】
　前記コントローラは、少なくとも部分的には前記画像データの逆フーリエ変換に基づい
て前記位相変調器のための制御信号を生成するよう構成される、
　請求項９に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項１２】
　前記コントローラは、前記光源から前記空間光変調器の画素に入射する光の強度を推定
し、且つ、その推定された光の強度と前記画像データの比較に基づいて前記空間光変調器
のための制御値を生成するよう構成される、
　請求項９に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項１３】
　前記空間光変調器は、透過光変調パネルで構成される、
　請求項１２に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項１４】
　前記透過光変調パネルは、液晶ディスプレイパネルで構成される、
　請求項１３に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項１５】
　ベース画像データによって定められるベース画像をスクリーンに投影するよう配置され
るメインプロジェクタ；
　ハイライト領域を含み且つハイライト画像データによって定められるハイライト画像を
、前記ハイライト領域における高い輝度をもたらすために、前記ベース画像と位置合わせ
して前記スクリーンに投影するよう配置される、請求項１のハイライトプロジェクタ；
　を含むディスプレイシステム。
【請求項１６】
　前記ハイライトプロジェクタは、前記メインプロジェクタのピーク輝度の少なくとも３
倍を超えるピーク輝度によって特徴付けられる、
　請求項１５に記載のディスプレイシステム。
【請求項１７】
　前記ハイライトプロジェクタは、誘導可能な光線を含む、
　請求項１５に記載のディスプレイシステム。
【請求項１８】
　前記ハイライトプロジェクタは、ホログラフィックプロジェクタで構成される、
　請求項１５に記載のディスプレイシステム。
【請求項１９】
　前記画像プロセッサは、前記ハイライト画像におけるせいぜい所定数の画素だけが第２
閾値を超える輝度値を有するように前記ハイライト画像を生成するよう構成される、
　請求項１５に記載のディスプレイシステム。
【請求項２０】
　前記ハイライトプロジェクタは、光のビームを生成する光源、前記ビームを誘導するよ
う配置されるビーム誘導装置、並びに、前記ハイライト画像における１又は複数のハイラ
イト領域に対する照明を前記ビームに供給させるために前記光源及び前記ビーム誘導装置
を制御するように接続されるコントローラを含む、
　請求項１５に記載のディスプレイシステム。
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【請求項２１】
　前記ビーム誘導装置は、２次元空間光変調器における位置に前記ビームを誘導するよう
配置され、前記ハイライトプロジェクタは、前記空間光変調器をスクリーンに画像化する
よう配置される投影レンズを含む、
　請求項２０に記載のディスプレイシステム。
【請求項２２】
　前記ビームは、白色光のビームで構成される、
　請求項２１に記載のディスプレイシステム。
【請求項２３】
　前記ビームは、レーザビームで構成される、
　請求項２１に記載のディスプレイシステム。
【請求項２４】
　前記ハイライトプロジェクタは、光方向転換プロジェクタで構成される、
　請求項１５に記載のディスプレイシステム。
【請求項２５】
　前記メインプロジェクタは、２次元空間光変調器を含み、前記ハイライトプロジェクタ
は、前記メインプロジェクタの前記空間光変調器に前記ハイライト画像を投影するよう配
置される、
　請求項１５に記載のディスプレイシステム。
【請求項２６】
　前記空間光変調器における配光を推定し、その推定された配光は、前記ハイライトプロ
ジェクタの寄与を含み、そして、少なくとも部分的には前記画像データ及び前記推定され
た配光に基づいて前記空間光変調器における制御可能な要素を制御するよう構成されるコ
ントローラを含む、
　請求項２５に記載のディスプレイシステム。
【請求項２７】
　前記ハイライトプロジェクタは、光学経路における２次元空間光変調器とコントローラ
とを含み、前記コントローラは、前記ハイライト画像をより正確に表現するよう前記ハイ
ライトプロジェクタによって投影される画像を補正するために前記２次元空間光変調器の
画素を設定するよう構成される、
　請求項１５に記載のディスプレイシステム。
【請求項２８】
　画像データにしたがって画像を表示する方法であって：
　ベース画像とハイライト画素を含むハイライト画像とを生成するために前記画像データ
を処理するステップであり、前記画像データの画素の輝度と第１閾値とを比較するステッ
プ、及び、前記画像データにおいて前記輝度が前記第１閾値を超える画素を、前記ハイラ
イト画素として特定するステップを含むステップ；
　前記ベース画像を表示するためにメインプロジェクタを操作するステップ；及び
　前記ハイライト画素のための高い輝度をもたらすべく前記ベース画像に重畳させて前記
ハイライト画像を表示するためにハイライトプロジェクタを操作するステップ；
　を含む方法。
【請求項２９】
　前記ベース画像は、前記画像データと同じである、
　請求項２８に記載の方法。
【手続補正書】
【提出日】平成25年10月18日(2013.10.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベース画像とハイライト領域を含むハイライト画像とを生成するために、画像データの
画素の輝度と第１閾値とを比較することによって、そして、前記画像データにおいて、輝
度が前記第１閾値を超える画素を、前記ハイライト領域に属するとして特定することによ
って、前記画像データを処理するよう構成される画像プロセッサ；及び
　前記ハイライト領域における高い輝度をもたらすために、前記ベース画像と位置合わせ
される前記ハイライト画像にしたがって光を投影するよう動作可能なハイライトプロジェ
クタ：
　を含むハイライトプロジェクタシステム。
【請求項２】
　前記画像プロセッサは、前記ハイライト画像におけるせいぜい所定数の画素だけが第２
閾値を超える輝度値を有するように前記ハイライト画像を生成するよう構成される、
　請求項１に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項３】
　前記ハイライトプロジェクタは、光のビームを生成する光源、前記ビームを誘導するよ
う配置されるビーム誘導装置、並びに、前記ハイライト画像における１又は複数のハイラ
イト領域に対する照明を前記ビームに供給させるために前記光源及び前記ビーム誘導装置
を制御するように接続されるコントローラを含む、
　請求項２に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項４】
　前記ビーム誘導装置は、２次元空間光変調器における位置に前記ビームを誘導するよう
配置され、前記ハイライトプロジェクタは、前記空間光変調器をスクリーンに画像化する
よう配置される投影レンズを含む、
　請求項３に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項５】
　前記ハイライトプロジェクタは、前記ハイライト画像をより正確に表現するよう前記ハ
イライトプロジェクタによって投影される画像を補正するために前記２次元空間光変調器
の画素を設定するよう構成されるコントローラを含む、
　請求項４に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項６】
　前記ハイライトプロジェクタは、光方向転換プロジェクタで構成される、
　請求項１に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項７】
　前記光方向転換プロジェクタは、前記ハイライトプロジェクタにおけるフーリエ面に位
置付けられる空間位相変調器で構成される、
　請求項６に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項８】
　前記ハイライトプロジェクタは、空間光変調器を照らすように配置される空間的に変調
される光の光源を含み、前記空間的に変調される光の光源は、２次元ホログラフィック光
源を含む、
　請求項１に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項９】
　前記２次元ホログラフィック光源は、前記光源の光学システムにおけるフーリエ面に位
置付けられる位相変調器を含む、
　請求項８に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項１０】
　画像データにしたがって変化する強度で前記光源が前記空間光変調器を照らすように前
記画像データにしたがって前記位相変調器を制御するよう構成されるコントローラを含む
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、
　請求項９に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項１１】
　少なくとも部分的には前記画像データの逆フーリエ変換に基づいて前記位相変調器のた
めの制御信号を生成するよう構成されるコントローラを含む、
　請求項９に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項１２】
　前記光源から前記空間光変調器の画素に入射する光の強度を推定し、且つ、その推定さ
れた光の強度と前記画像データの比較に基づいて前記空間光変調器のための制御値を生成
するよう構成されるコントローラを含む、
　請求項９に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項１３】
　前記空間光変調器は、透過光変調パネルで構成される、
　請求項１２に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項１４】
　前記透過光変調パネルは、液晶ディスプレイパネルで構成される、
　請求項１３に記載のハイライトプロジェクタシステム。
【請求項１５】
　ベース画像データによって定められるベース画像をスクリーンに投影するよう配置され
るメインプロジェクタ；
　ハイライト領域を含み且つハイライト画像データによって定められるハイライト画像を
、前記ハイライト領域における高い輝度をもたらすために、前記ベース画像と位置合わせ
して前記スクリーンに投影するよう配置される、請求項１のハイライトプロジェクタ；
　を含むディスプレイシステム。
【請求項１６】
　前記ハイライトプロジェクタは、前記メインプロジェクタのピーク輝度の少なくとも３
倍を超えるピーク輝度によって特徴付けられる、
　請求項１５に記載のディスプレイシステム。
【請求項１７】
　前記ハイライトプロジェクタは、誘導可能な光線を含む、
　請求項１５に記載のディスプレイシステム。
【請求項１８】
　前記ハイライトプロジェクタは、ホログラフィックプロジェクタで構成される、
　請求項１５に記載のディスプレイシステム。
【請求項１９】
　前記画像プロセッサは、前記ハイライト画像におけるせいぜい所定数の画素だけが第２
閾値を超える輝度値を有するように前記ハイライト画像を生成するよう構成される、
　請求項１５に記載のディスプレイシステム。
【請求項２０】
　前記ハイライトプロジェクタは、光のビームを生成する光源、前記ビームを誘導するよ
う配置されるビーム誘導装置、並びに、前記ハイライト画像における１又は複数のハイラ
イト領域に対する照明を前記ビームに供給させるために前記光源及び前記ビーム誘導装置
を制御するように接続されるコントローラを含む、
　請求項１５に記載のディスプレイシステム。
【請求項２１】
　前記ハイライトプロジェクタは、光方向転換プロジェクタで構成される、
　請求項１５に記載のディスプレイシステム。
【請求項２２】
　前記メインプロジェクタは、２次元空間光変調器を含み、前記ハイライトプロジェクタ
は、前記メインプロジェクタの前記空間光変調器に前記ハイライト画像を投影するよう配
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置される、
　請求項１５に記載のディスプレイシステム。
【請求項２３】
　画像データにしたがって画像を表示する方法であって：
　ベース画像とハイライト画素を含むハイライト画像とを生成するために前記画像データ
を処理するステップであり、前記画像データの画素の輝度と第１閾値とを比較するステッ
プ、及び、前記画像データにおいて前記輝度が前記第１閾値を超える画素を、前記ハイラ
イト画素として特定するステップを含むステップ；
　前記ベース画像を表示するためにメインプロジェクタを操作するステップ；及び
　前記ハイライト画素のための高い輝度をもたらすべく前記ベース画像に重畳させて前記
ハイライト画像を表示するためにハイライトプロジェクタを操作するステップ；
　を含む方法。
【請求項２４】
　前記ベース画像は、前記画像データと同じである、
　請求項２３に記載の方法。
 



(26) JP 2014-517337 A 2014.7.17

10

20

30

40

【国際調査報告】



(27) JP 2014-517337 A 2014.7.17

10

20

30

40



(28) JP 2014-517337 A 2014.7.17

10

20

30

40



(29) JP 2014-517337 A 2014.7.17

10

20

30

40



(30) JP 2014-517337 A 2014.7.17

10

20

30

40



(31) JP 2014-517337 A 2014.7.17

10

20

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,
BB,BG,BH,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,H
U,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI
,NO,NZ,OM,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,
UZ,VC,VN

(72)発明者  ダンベルグ，ゲルウィン
            カナダ国，ブリティッシュ・コロンビア　ヴィ５アール　３ワイ１，バンクーバー，マナー・スト
            リート　４９５９
(72)発明者  リチャーズ，マーティン　ジェイ
            アメリカ合衆国，カリフォルニア州　９４１０３－４９１８，サンフランシスコ，ポットレロ　ア
            ヴェニュ　１００，ドルビー　ラボラトリーズ　インコーポレイテッド内
(72)発明者  トッド，クレイグ
            アメリカ合衆国，カリフォルニア州　９４１０３－４８１３，サンフランシスコ，ポットレロ　ア
            ヴェニュ　１００，ドルビー　ラボラトリーズ　インコーポレイテッド内
Ｆターム(参考) 2K103 AA07  AA19  AB04  AB10  BA02  BB05  BB06  BC23  BC32  CA53 
　　　　 　　        CA57  CA58 
　　　　 　　  5C058 BA05  BA35  EA02  EA05  EA26  EA27 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	search-report
	overflow

